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第
一
章　

本
稿
の
目
的
と
構
成

　

本
稿
の
目
的
は
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
三
巻
執
筆
に
向
け
て
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
第
二
巻
が
対
象
と
す
る
期
間
の
終
わ
り

に
あ
た
る
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
大
学
政
策
を
、
行
政
に
よ
る
政
策
文
書
や
関
連
す
る
組
織
の
提
言
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
大
学
政
策
は
、
臨
時
教
育
審
議
会
で
の
議
論
に
基
づ
く
諸
改
革
の
提
案
（
一
九
八
四
〜
八
七
年
）、
大
学
設
置
基

準
の
大
綱
化
（
一
九
九
一
年
）、
認
証
評
価
制
度
の
導
入
（
二
〇
〇
二
年
）、
お
よ
び
学
士
課
程
改
革
と
い
う
視
点
の
導
入
（
二
〇
一
二
年
）
の

よ
う
に
、
お
お
よ
そ
一
〇
年
単
位
で
大
き
く
転
換
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
期
間
の
政
策
文
書
や
大
学
に
関
連
す
る
機
関
の
各

種
文
書
は
多
数
か
つ
多
領
域
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
大
学
政
策
自
体
が
教
育
、
研
究
、
国
際
交
流
、
お
よ
び
地
域
貢
献
と

〔
論
文
〕

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
大
学
政
策
と
そ
の
大
学
へ
の
影
響
：
一
　
総
論

沖　
　
　

清　

豪
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い
う
類
型
ご
と
に
時
に
重
複
し
、
時
に
矛
盾
す
る
政
策
と
し
て
展
開
し
て
き
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
の
特
性
と
し
て
、
大
学
へ
の
進
学
率
が
上
昇
し
、
マ
ー
チ
ン
・
ト
ロ
ウ
が
想
定
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
に
日
本
の

大
学
が
到
達
し
、
そ
れ
以
前
と
は
大
学
に
対
す
る
社
会
的
要
請
も
直
面
す
る
課
題
も
変
容
し
て
い
る
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

変
化
は
特
に
教
育
機
能
と
社
会
貢
献
機
能
の
重
視
と
い
う
形
で
表
れ
て
き
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
新
自
由
主
義
的
教
育
観
へ
の
転
換
と
い
っ
た
、
大
学
や
学
校
教
育
全
体
に
影
響
す
る
社
会
の
多
様

な
変
化
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
前
提
条
件
を
踏
ま
え
る
と
、
大
学
政
策
に
関
連
す
る
個
別
文
書
す
べ
て
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

日
本
全
体
の
教
育
改
革
に
一
定
の
責
任
と
影
響
力
を
有
す
る
組
織
・
団
体
か
ら
の
大
学
な
い
し
高
等
教
育
全
体
の
改
革
提
言
の
う
ち
、
全

体
的
か
つ
総
括
的
な
観
点
か
ら
提
言
を
行
っ
て
い
る
文
書
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
が
時
期
的
に
ど
の
よ
う
な
提
言
を
行
い
、
そ
れ
ら
が
そ
の

後
の
大
学
・
高
等
教
育
改
革
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
本
稿
は
総
論
と
し
て
中
央
行
政
機
関
と
し

て
の
大
学
審
議
会
答
申
と
中
央
教
育
審
議
会
答
申
と
を
対
象
と
し
、
そ
の
中
で
も
大
学
改
革
全
般
を
視
野
に
い
れ
た
答
申
に
つ
い
て
確
認

す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
別
稿
は
各
論
と
し
て
そ
れ
ら
以
外
の
答
申
や
審
議
会
以
外
の
委
員
会
に
よ
る
報
告
文
書
、
さ
ら
に
民
間
組

織
・
団
体
に
よ
る
提
言
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
論
点
別
に
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

総
論
に
あ
た
る
本
稿
の
対
象
は
中
央
教
育
審
議
会
や
大
学
審
議
会
に
よ
る
答
申
で
あ
る
が
、
ま
ず
学
生
数
や
大
学
数
と
い
っ
た
統
計
的

デ
ー
タ
か
ら
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
大
学
を
め
ぐ
る
各
種
環
境
を
確
認
す
る
（
第
二
章
）。
そ
の
後
、
大
学
審
議
会
答
申
か
ら
総
論
的
な
議

論
を
整
理
し
提
示
す
る
（
第
三
章
）。
そ
の
う
え
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
の
う
ち
、
公
教
育
全
体
を
対
象
と
し

て
お
り
網
羅
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
教
育
振
興
基
本
計
画
に
関
す
る
三
答
申
を
確
認
す
る
（
第
四
章
）。
さ
ら
に
官
邸
主
導
型
の
教
育
改

革
議
論
の
展
開
と
課
題
に
言
及
す
る
（
第
五
章
）。
最
後
に
本
稿
の
結
び
と
し
て
、
別
稿
で
検
討
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
提
示
す
る
こ
と
と
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し
た
い
（
第
六
章
）。第

二
章　

一
九
八
四
年
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
の
量
的
変
遷

　

本
稿
が
対
象
と
す
る
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
の
約
三
〇
年
で
、
日
本
の
大
学
は
質
的
に
も
量
的
に
も
そ
の
様
相
を
大

き
く
転
換
さ
せ
た
。
本
章
で
は
そ
の
う
ち
量
的
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
臨
時
教
育
審
議
会
が
設
置
さ
れ
た
一
九
八
四
年
か
ら

現
在
ま
で
の
大
学
を
め
ぐ
る
量
的
な
状
況
の
変
化
、
特
に
設
置
者
別
の
変
化
に
注
目
し
て
以
下
の
三
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
当
該
期
間
に
お
け
る
大
学
数
の
変
化
は
表
１

の
通
り
で
あ
る
。
大
学
全
体
で
は
四
六
〇
校
か
ら
七
八
二
校
へ
、
私
立
大
学
で

は
三
三
一
校
か
ら
六
〇
三
校
に
増
加
し
て
い
る
。

表１　設置者別大学数（1984～2018年度）

年度 合計 国立 公立 私立 私立比率
1984 460 95 34 331 72.0％
1985 460 95 34 331 72.0％
1986 465 95 36 334 71.8％
1987 474 95 37 342 72.2％
1988 490 95 38 357 72.9％
1989 499 96 39 364 72.9％
1990 507 96 39 372 73.4％
1991 514 97 39 378 73.5％
1992 523 98 41 384 73.4％
1993 534 98 46 390 73.0％
1994 552 98 48 406 73.6％
1995 565 98 52 415 73.5％
1996 576 98 53 425 73.8％
1997 586 98 57 431 73.5％
1998 604 99 61 444 73.5％
1999 622 99 66 457 73.5％
2000 649 99 72 478 73.7％
2001 669 99 74 496 74.1％
2002 686 99 75 512 74.6％
2003 702 100 76 526 74.9％
2004 709 87 80 542 76.4％
2005 726 87 86 553 76.2％
2006 744 87 89 568 76.3％
2007 756 87 89 580 76.7％
2008 765 86 90 589 77.0％
2009 773 86 92 595 77.0％
2010 778 86 95 597 76.7％
2011 780 86 95 599 76.8％
2012 783 86 92 605 77.3％
2013 782 86 90 606 77.5％
2014 781 86 92 603 77.2％
2015 779 86 89 604 77.5％
2016 777 86 91 600 77.2％
2017 780 86 90 604 77.4％
2018 782 86 93 603 77.1％

出典：各年度学校基本調査による
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こ
の
期
間
に
お
け
る
類
型
別
で
の
増
加
率
を
算
出
す
る
と
、
大
学
全
体
で
は
一
七
〇
・
〇
％
、
私
立
大
学
で
は
一
八
二
・
二
％
の
増
加

率
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
国
立
大
学
は
同
時
期
に
九
〇
・
五
％
と
減
少
し
て
い
る
一
方
で
公
立
大
学
は
二
七
三
・
五
％
と
三
倍
近
く
ま
で

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
立
大
学
に
つ
い
て
は
法
人
化
を
め
ぐ
っ
て
統
廃
合
が
進
ん
だ
こ
と
、
公
立
大
学
は
公
設
民
営
大
学
の
公
立
大

学
化
が
急
速
に
進
行
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
在
籍
者
数
の
変
化
は
表
２

の
通
り
で
あ
る
。
全
体
で
は
一
八
四
万
三
千
人
か
ら
二
九
〇
万
九
千
人
へ
と
増
加
し
て
お
り
、
私

立
大
学
で
は
一
三
四
万
七
千
人
か
ら
二
一
四
万
五
千
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

　

類
型
別
の
増
加
率
を
確
認
す
る
と
、
全
体
で
は
一
五
七
・
八
％
、
私
立
大
学
で
は
一
五
九
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
公
立
大

学
は
二
八
七
・
三
％
の
増
加
を
示
し
て
お
り
、
公
立
大
学
は
大
学
数
も
学
生
数
も
急
増
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　

学
生
数
の
変
化
で
注
目
す
べ
き
は
男
女
比
率
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の
男
子
学
生
の
増
加
率
は
一
一
四
・
九
％
な
の
に
対
し
て
、
女
子
学

生
の
増
加
率
は
三
〇
一
・
二
％
と
三
四
年
で
三
倍
に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
女
性
の
大
学
進
学
率
が
一
二
・
七
％
か
ら
五
〇
・

一
％
へ
と
三
七
・
四
ポ
イ
ン
ト
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
期
間
に
は
女
子
が
短
期
大
学
に
進
学
す
る
率
も

二
〇
・
一
％
か
ら
八
・
三
％
へ
と
一
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
従
来
の
短
期
大
学
進
学
者
層
が
大
学
進
学
に
転
換
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
常
勤
教
員
数
は
表
３

の
通
り
で
あ
る
。
全
体
で
一
一
万
一
千
人
か
ら
一
八
万
七
千
人
へ
と
増
加
し
、
私
立
大
学
に
つ
い
て
は

五
万
三
千
人
か
ら
一
〇
万
九
千
人
に
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
期
間
の
全
体
の
増
加
率
は
一
六
九
・
二
％
、
私
立
大
学
の
増
加
率
は
二
〇
三
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
大
学
数
や
在
籍
者
数
と
比

較
し
て
私
立
大
学
の
伸
び
率
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
期
間
の
変
化
で
注
目
さ
れ
る
の
は
単
年
度
に
お
け
る
私
立
大
学
の
比
率
の
変
化
と
女
性
教
員
の
人
数
の
増
加
と
増
加
率
の
高
さ
で
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表２　設置者別男女別在籍者数（1984～2018年度）

年度 合計 国立 公立 私立 男 女 私立比率
1984 1,843,153 442,503 54,117 1,346,533 1,418,141 425,012 73.1％
1985 1,848,698 449,373 54,944 1,344,381 1,414,297 434,401 72.7％
1986 1,879,532 461,427 55,717 1,362,388 1,426,851 452,681 72.5％
1987 1,934,483 477,250 57,358 1,399,875 1,457,091 477,392 72.4％
1988 1,994,616 491,539 59,216 1,443,861 1,486,559 508,057 72.4％
1989 2,066,962 504,890 61,264 1,500,808 1,521,721 545,241 72.6％
1990 2,133,362 518,609 64,140 1,550,613 1,549,207 584,155 72.7％
1991 2,205,516 528,687 66,694 1,610,135 1,580,325 625,191 73.0％
1992 2,293,269 543,198 69,522 1,680,549 1,620,932 672,337 73.3％
1993 2,389,648 561,822 74,182 1,753,644 1,665,124 724,524 73.4％
1994 2,481,805 582,601 78,797 1,820,407 1,706,156 775,649 73.4％
1995 2,546,649 598,723 83,812 1,864,114 1,724,756 821,893 73.2％
1996 2,596,667 610,219 87,878 1,898,570 1,732,520 864,147 73.1％
1997 2,633,790 614,669 91,642 1,927,479 1,734,356 899,434 73.2％
1998 2,668,086 617,348 95,976 1,954,762 1,737,215 930,871 73.3％
1999 2,701,104 621,126 101,062 1,978,916 1,741,614 959,490 73.3％
2000 2,740,023 624,082 107,198 2,008,743 1,747,711 992,312 73.3％
2001 2,765,705 622,679 112,523 2,030,503 1,739,307 1,026,398 73.4％
2002 2,786,032 621,487 116,705 2,047,840 1,726,088 1,059,944 73.5％
2003 2,803,980 622,404 120,463 2,061,113 1,716,549 1,087,431 73.5％
2004 2,809,295 624,389 122,864 2,062,042 1,708,456 1,100,839 73.4％
2005 2,865,051 627,850 124,910 2,112,291 1,740,151 1,124,900 73.7％
2006 2,859,212 628,947 127,872 2,102,393 1,731,738 1,127,474 73.5％
2007 2,828,708 627,402 129,592 2,071,714 1,701,957 1,126,751 73.2％
2008 2,836,127 623,811 131,970 2,080,346 1,695,372 1,140,755 73.4％
2009 2,845,908 621,800 136,913 2,087,195 1,687,518 1,158,390 73.3％
2010 2,887,414 625,048 142,523 2,119,843 1,701,834 1,185,580 73.4％
2011 2,893,489 623,304 144,182 2,126,003 1,693,307 1,200,182 73.5％
2012 2,876,134 618,134 145,578 2,112,422 1,670,000 1,206,134 73.4％
2013 2,868,872 614,783 146,160 2,107,929 1,652,860 1,216,012 73.5％
2014 2,855,529 612,509 148,042 2,094,978 1,635,438 1,220,091 73.4％
2015 2,860,210 610,802 148,766 2,100,642 1,628,342 1,231,868 73.4％
2016 2,873,624 610,401 150,513 2,112,710 1,625,898 1,247,726 73.5％
2017 2,890,880 609,473 152,931 2,128,476 1,626,987 1,263,893 73.6％
2018 2,909,135 608,961 155,474 2,144,700 1,628,834 1,280,301 73.7％

出典：各年度学校基本調査による
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表３　設置者別男女別本務教員数（1984～2018年度）

年度 計 国立 公立 私立 男 女 私立比率 女性比率
1984 110,662 51,194 6,033 53,435 101,280 9,382 48.3％ 8.5％
1985 112,249 51,475 6,053 54,721 102,667 9,582 48.7％ 8.5％
1986 113,877 51,752 6,132 55,993 104,141 9,736 49.2％ 8.5％
1987 115,863 52,100 6,199 57,564 105,924 9,939 49.7％ 8.6％
1988 118,513 52,735 6,258 59,520 108,005 10,508 50.2％ 8.9％
1989 121,140 53,188 6,369 61,583 110,278 10,862 50.8％ 9.0％
1990 123,838 53,765 6,592 63,481 112,439 11,399 51.3％ 9.2％
1991 126,445 54,289 6,846 65,310 114,612 11,833 51.7％ 9.4％
1992 129,024 54,952 7,043 67,029 116,644 12,380 52.0％ 9.6％
1993 131,833 55,839 7,591 68,403 118,730 13,103 51.9％ 9.9％
1994 134,849 56,673 7,894 70,282 120,970 13,879 52.1％ 10.3％
1995 137,464 57,488 8,256 71,720 122,712 14,752 52.2％ 10.7％
1996 139,608 58,258 8,509 72,841 124,003 15,605 52.2％ 11.2％
1997 141,782 58,855 8,880 74,047 125,217 16,565 52.2％ 11.7％
1998 144,310 59,557 9,420 75,333 126,525 17,785 52.2％ 12.3％
1999 147,579 60,205 10,026 77,348 128,545 19,034 52.4％ 12.9％
2000 150,563 60,673 10,513 79,377 130,249 20,314 52.7％ 13.5％
2001 152,572 60,973 10,769 80,830 131,105 21,467 53.0％ 14.1％
2002 155,050 60,930 10,860 83,260 132,160 22,890 53.7％ 14.8％
2003 156,155 60,882 10,977 84,296 132,200 23,955 54.0％ 15.3％
2004 158,770 60,897 11,188 86,685 133,397 25,373 54.6％ 16.0％
2005 161,690 60,937 11,426 89,327 134,740 26,950 55.2％ 16.7％
2006 164,473 60,712 11,743 92,018 135,876 28,597 55.9％ 17.4％
2007 167,636 60,991 11,786 94,859 137,113 30,523 56.6％ 18.2％
2008 169,914 61,019 12,073 96,822 137,862 32,052 57.0％ 18.9％
2009 172,039 61,246 12,402 98,391 138,509 33,530 57.2％ 19.5％
2010 174,403 61,689 12,646 100,068 139,349 35,054 57.4％ 20.1％
2011 176,684 62,702 12,813 101,169 140,260 36,424 57.3％ 20.6％
2012 177,570 62,825 12,876 101,869 139,850 37,720 57.4％ 21.2％
2013 178,669 63,218 12,871 102,580 139,639 39,030 57.4％ 21.8％
2014 180,879 64,252 13,013 103,614 140,135 40,744 57.3％ 22.5％
2015 182,723 64,684 13,126 104,913 140,290 42,433 57.4％ 23.2％
2016 184,248 64,771 13,294 106,183 140,525 43,723 57.6％ 23.7％
2017 185,343 64,479 13,439 107,425 140,400 44,943 58.0％ 24.2％
2018 187,189 64,564 13,845 108,780 140,686 46,503 58.1％ 24.8％

出典：各年度学校基本調査による
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あ
る
。
教
職
員
全
体
の
中
で
私
立
大
学
の
常
勤
教
員
の
比
率
は
、
一
九
八
四
年
度
の
四
八
・
三
％
か
ら
二
〇
一
八
年
度
に
は
五
八
・
一
％

へ
と
九
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
女
性
教
員
に
つ
い
て
は
九
、三
八
二
名
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
一
八
年
度

に
は
四
六
、五
〇
三
名
へ
と
四
九
五
・
七
％
も
の
増
加
を
示
し
て
お
り
、
単
年
度
に
お
け
る
女
性
教
員
の
比
率
も
八
・
五
％
か
ら
二
四
・

八
％
へ
と
三
倍
近
く
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
量
的
拡
大
の
様
相
を
確
認
す
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
に
か
け
て
、
大
学
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
的

状
況
や
大
学
内
部
の
変
容
が
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
が
大
学
「
教
育
」
改
革
の
時
代
と
な
っ
た
こ
と
は
、

国
立
大
学
に
対
し
て
、
公
立
大
学
と
な
に
よ
り
私
立
大
学
の
大
学
数
、
在
籍
者
数
、
そ
し
て
教
員
数
の
増
加
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
特
に
私
立
大
学
に
従
来
と
は
異
な
る
特
性
を
有
す
る
学
生
が
入
学
し
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章　

大
学
審
議
会
答
申
か
ら
み
た
大
学
政
策
の
動
向

１

．
は
じ
め
に

　

大
学
審
議
会
は
、
一
九
八
六
年
の
臨
時
教
育
審
議
会
第
二
次
答
申
で
提
起
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（U

niversity 

Council

）
構
想
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
審
議
会
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
九
月
の
学
校
教
育
法
改
正
、
お
よ
び
同
法
第
六
九
条
の
三
第
五
項

に
基
づ
く
大
学
審
議
会
令
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
文
部
省
高
等
教
育
局
が
庶
務
を
担
当
し
た
（
同
令
第
六
条
）。

　

学
校
教
育
法
（
当
時
）
の
第
六
〇
条
で
は
「
大
学
に
つ
い
て
第
三
条
に
規
定
す
る
設
置
基
準
を
定
め
る
場
合
に
は
、
監
督
庁
は
、
大
学

審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
ま
た
第
六
八
条
の
二
第
四
項
で
は
「
学
位
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
に
つ
い
て
は
、
文
部
大

臣
は
、
大
学
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
、
大
学
設
置
基
準
お
よ
び
学
位
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
大
学
審
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議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
答
申
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
第
六
九
条
の
三
で
「
文
部
省
に
、
大
学
審
議

会
を
置
く
」
と
し
て
、
そ
の
設
置
を
法
制
化
し
、
同
上
第

二
項
か
ら
第
五
項
で
そ
の
機
能
や
構
成
に
つ
い
て
整
理
し

て
い
る
。
審
議
会
の
下
に
諮
問
内
容
に
応
じ
て
各
種
の
部

会
を
設
置
し
、
部
会
報
告
に
基
づ
い
て
答
申
を
構
成
し
て

い
く
と
い
う
形
で
議
論
を
行
っ
て
い
た
。

　

な
お
第
六
〇
条
の
「
大
学
」
に
は
短
期
大
学
、
大
学
院

が
含
ま
れ
て
お
り
、
第
七
〇
条
の
一
〇
で
大
学
審
議
会
関

連
の
条
文
が
高
等
専
門
学
校
に
準
用
さ
れ
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　

大
学
審
議
会
は
一
九
八
七
年
九
月
の
設
置
か
ら
二
〇
〇

一
年
一
月
の
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
へ
の
再
編
ま

で
の
一
三
年
以
上
の
間
に
二
六
の
答
申
と
二
つ
の
報
告
を

公
表
し
て
い
る
。
そ
の
す
べ
て
が
大
学
改
革
に
関
す
る
提

言
を
含
ん
で
お
り
、
個
別
大
学
レ
ベ
ル
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
だ
け
で
な
く
、
大
学
制

度
全
体
の
方
向
性
を
示
し
た
答
申
が
複
数
出
さ
れ
て
い
る

表４　主な大学審議会答申（1988～2000年）

1988年12月19日 大学院制度の弾力化について
1991年 2 月 8 日 学位制度の見直し及び大学院の評価について
1991年 2 月 8 日 大学教育の改善について
1991年 5 月17日 平成５年度以降の高等教育の計画的整備について
1991年 5 月17日 大学院の整備充実について
1991年11月25日 大学院の量的整備について
1993年 9 月16日 夜間に教育を行う博士課程等について
1993年 9 月16日 大学入試の改善に関する審議のまとめ」（報告）
1994年 6 月18日 教員採用の改善について
1995年 9 月18日 大学運営の円滑化について
1996年10月 1 日 大学院の教育研究の質的向上に関する審議のまとめ　（報告）
1996年10月29日 大学教員の任期制について─大学における教育研究の活性化のために─
1997年 1 月29日 平成12年度以降の高等教育の将来構想について
1997年12月18日 高等教育の一層の改善について
1997年12月18日 通信制の大学院について
1998年10月26日 21世紀の大学像と今後の改革方策について─競争的環境の中で個性が輝く大学─
1999年 8 月 9 日 大学院入学者選抜の改善について
2000年11月22日 グローバル化時代に求められる高等教育の在り方について
2000年11月22日 大学入試の改善について

注　（報告）と付記されているもの以外はすべて答申である。
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点
が
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
総
論
と
し
て
、
大
学
審
議
会
に
お
い
て
大
学
を
含
む
高
等
教
育
全
体
の
将
来
像
を
議
論
し
提
言
を
ま
と
め

た
答
申
、
お
よ
び
そ
の
内
容
が
そ
の
後
の
大
学
改
革
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
答
申
、
合
計
五
答
申
の
内
容
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

　

具
体
的
に
は
一
九
九
一
年
の
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
平
成
五
年
度
以
降
の
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て
」、

一
九
九
七
年
の
「
平
成
一
二
年
度
以
降
の
高
等
教
育
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
」、
一
九
九
八
年
の
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革

方
策
に
つ
い
て
│
競
争
的
環
境
の
中
で
個
性
が
輝
く
大
学
│
」、
お
よ
び
二
〇
〇
〇
年
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
求
め
ら
れ
る
高
等
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の
五
答
申
に
つ
い
て
、
以
下
概
要
を
確
認
す
る
。

２

．
一
九
九
一
年
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」
答
申

　

本
答
申
は
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
を
進
め
る
こ
と
、
お
よ
び
大
学
の
自
己
点
検
・
評
価
制
度
の
導
入
と
い
う
大
学
の
評
価
シ
ス
テ
ム

導
入
の
画
期
と
な
っ
た
答
申
で
あ
る
。

　

従
来
、
教
育
課
程
編
成
が
大
学
設
置
基
準
の
開
設
科
目
を
一
般
教
育
、
専
門
教
育
、
外
国
語
、
保
健
体
育
と
明
確
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
最
低
習
得
単
位
数
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
課
程
や
そ
の
履
修
方
式
に
自
由
度
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
授
業
科
目
、
卒
業
要
件
、
教
員
組
織
等
に
関
す
る
規
定
を
柔

軟
化
・
弾
力
化
し
、
個
別
大
学
に
お
い
て
、
多
様
で
特
色
あ
る
教
育
課
程
の
設
計
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
大
学
設
置
基
準
の
改
正
を
提
案

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
部
教
育
の
概
念
を
学
士
課
程
の
教
育
課
程
と
整
理
す
る
た
め
に
、
学
士
を
称
号
か
ら
学
位
と
位
置
づ
け
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、
従
来
あ
っ
た
学
士
の
種
類
を
廃
止
し
て
、
卒
業
生
は
一
律
に
学
士
（
専
門
領
域
）
と
い
う
学
位
を
取
得
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
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こ
う
し
た
教
育
課
程
の
柔
軟
化
や
大
学
の
特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
を
通
じ
て
、
大
学
が
外
部
か
ら
の
圧
力
で
は
な
く
、
自
ら
の
責
任

と
し
て
教
育
研
究
の
改
善
を
図
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
大
学
の
自
己
点
検
・
評
価
を
制
度
化
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

な
お
、
生
涯
教
育
・
生
涯
学
習
の
展
開
を
踏
ま
え
て
、
社
会
人
が
大
学
教
育
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
方
策
の
検
討
も
要
請
し
て
お

り
、
特
に
昼
夜
開
講
制
の
制
度
化
や
大
学
以
外
で
の
学
習
成
果
の
単
位
認
定
の
検
討
な
ど
、
履
修
形
態
の
柔
軟
化
を
提
起
し
て
い
る
。

３

．
一
九
九
一
年
「
平
成
五
年
度
以
降
の
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て
」
答
申

　

本
答
申
は
高
等
教
育
計
画
の
一
環
と
し
て
、
一
九
九
三
年
か
ら
の
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
の
高
等
教
育
の
進
学
率
、
規
模
や
新
増
設
に

つ
い
て
予
測
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
高
等
教
育
の
計
画
と
し
て
は
、
例
え
ば
一
八
歳
人
口
の
安
定
か
ら
増
加
へ
と
転

換
す
る
時
期
と
な
っ
た
一
九
七
六
年
の
高
等
教
育
懇
談
会
に
よ
る
「
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て
」、
一
九
七
九
年
の
大
学
設
置

審
議
会
大
学
設
置
計
画
分
科
会
に
よ
る
「
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
報
告
は
い
ず
れ
も
、
進
学
率
を
現

状
維
持
と
し
て
量
的
拡
大
を
制
限
し
、
特
に
大
都
市
に
お
け
る
大
学
の
新
増
設
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
ま
た
大
学
設
置
審

議
会
で
も
大
学
設
置
計
画
分
科
会
が
一
九
八
四
年
に
「
昭
和
六
一
年
度
以
降
の
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
の
概
要
」
を
公
表
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
で
は
一
八
歳
人
口
が
一
九
九
二
年
に
二
〇
五
万
人
ま
で
急
増
し
、
そ
の
後
急
減
を
迎
え
る
と
い
う
予
測
を
前
提
と
し
て
、
ま
ず

急
増
期
の
対
応
を
検
討
し
て
臨
時
的
な
定
員
増
を
認
め
る
こ
と
、
多
様
な
履
修
形
態
の
促
進
と
し
て
単
位
互
換
や
夜
間
大
学
、
通
信
制
と

い
っ
た
制
度
の
充
実
を
提
言
し
て
き
た
。

　

本
答
申
は
こ
う
し
た
高
等
教
育
計
画
の
延
長
と
し
て
、
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
一
八
歳
人
口
が
一
九
八
万
人
か
ら
一

五
〇
万
人
ま
で
急
減
す
る
こ
と
を
示
し
、
大
学
の
新
増
設
を
原
則
抑
制
し
、
臨
時
的
な
定
員
も
廃
止
す
る
方
向
で
進
め
る
べ
き
と
の
指
針

を
示
し
た
。
ま
た
今
後
の
進
学
率
の
変
化
に
つ
い
て
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
た
議
論
を
し
た
点
も
注
目
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
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の
計
画
に
引
き
続
き
、
大
都
市
圏
、
特
に
首
都
圏
の
大
学
新
設
は
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
ま
た
情
報
、
社
会
福
祉
と
い
っ
た
今
後
の

ニ
ー
ズ
が
想
定
さ
れ
る
領
域
の
教
育
研
究
の
開
発
も
求
め
て
い
る
。

４

．
一
九
九
七
年
「
平
成
一
二
年
度
以
降
の
高
等
教
育
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
」
答
申

　

本
答
申
は
、
一
九
九
一
年
答
申
に
引
き
続
き
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
高
等
教
育
の
計
画
と
し
て
出
さ
れ
た
答
申
で
あ
る
。
一
九
九
一
年

答
申
以
降
、
実
際
の
進
学
率
が
想
定
以
上
の
高
さ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
八
歳
人
口
が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
る
中
で
、
大
学
の
定
員
増
は
抑
制
し
つ
つ
臨
時
的
な
定
員
増
も
段
階
的
に
約
五
割
削
減
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
答
申
後
、
地
方
分
権
化
や
そ
れ
に
伴
う
規
制
緩
和
に
転
換
し
た
結
果
、
二
〇
〇
二
年
に
大
都
市
の
大
学
新
増
設
抑
制
の
根

拠
と
な
っ
て
い
た
工
業
（
場
）
等
制
限
法
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
以
降
の
首
都
圏
に
お
け
る
大
学
新
増
設
抑
制
の
方
針
は
撤
廃
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

５

．
一
九
九
八
年
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」
答
申

　

本
答
申
は
、
二
一
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
「
知
の
再
構
築
」
の
た
め
に
、「
大
学
等
の
多
様
化
・
個
性
化
の
推
進
、
国
際
的
な
通
用
性
の

向
上
な
ど
の
視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
学
等
の
自
主
性
・
自
律
性
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
の
柔
構
造
化
等
の
一
層
の
推
進
と
、
そ
の
た
め
の

基
礎
と
な
る
基
本
的
枠
組
み
等
に
つ
い
て
の
法
令
上
の
明
確
化
を
含
め
た
整
備
を
図
る
こ
と
」（
序
文
）
を
目
的
と
し
、「
個
性
が
輝
く
大

学
」「
大
学
の
個
性
化
」
を
目
指
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
テ
ー
マ
は
広
範
に
わ
た
り
、
ま
た
法
制
上
の
可
能
性

も
検
討
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
基
本
構
想
部
会
を
設
置
し
て
審
議
会
全
体
の
連
携
の
下
で
検
討
さ
れ
た
。

　

本
答
申
の
議
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
問
題
意
識
は
、
過
去
一
〇
年
に
わ
た
る
大
学
改
革
に
一
定
の
評
価
を
与
え
つ
つ
、
特
に
教
員
間
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の
研
究
重
視
に
よ
る
学
生
に
対
す
る
教
育
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
や
教
育
方
法
の
低
さ
、
そ
し
て
学
生
内
の
学
習
に
対
す
る
意
識
の
低
さ

に
対
す
る
危
機
意
識
で
あ
る
。
大
学
教
育
を
転
換
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
を
検
討
す
べ
き
か
が
具
体
的
な
改
革
方
針
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、「
今
後
、
自
ら
主
体
的
に
学
び
、
考
え
、
柔
軟
か
つ
総
合
的
に
判
断
で
き
る
能
力
等
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

観
点
に
立
ち
、
幅
広
く
深
い
教
養
、
高
い
倫
理
観
、
実
践
的
な
語
学
能
力
・
情
報
活
用
能
力
の
育
成
と
と
も
に
、
専
門
教
育
の
基
礎
・
基

本
等
を
重
視
す
る
な
ど
の
方
向
で
学
部
の
教
育
機
能
を
組
織
的
・
体
系
的
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
」（
同
答
申
三
節
（
一
）
一
（
イ
））
が
学

部
教
育
の
中
核
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
提
起
さ
れ
た
具
体
的
な
改
革
方
針
は
、
以
下
の
五
点
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

①
課
題
探
求
能
力
の
育
成
│
教
育
研
究
の
質
の
向
上
│

　

②
教
育
研
究
シ
ス
テ
ム
の
柔
構
造
化
│
大
学
の
自
律
性
の
確
保
│

　

③
責
任
あ
る
意
思
決
定
と
実
行
│
組
織
運
営
体
制
の
整
備
│

　

④
多
元
的
な
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
│
大
学
の
個
性
化
と
教
育
研
究
の
不
断
の
改
善
│

　

⑤
高
等
教
育
改
革
を
進
め
る
た
め
の
基
盤
の
確
立
等

　

①
の
「
課
題
探
求
能
力
の
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
学
部
教
育
で
は
教
養
教
育
の
重
視
と
機
能
別
分
化
が
想
定
さ
れ
、
専
門
教
育
は

大
学
院
に
お
い
て
中
心
的
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
厳
格
な
成
績
評
価
の
導
入
や
学
修
時
間
の
確
保
を
目
的

と
し
て
履
修
単
位
数
の
制
限
（
キ
ャ
ッ
プ
制
）
も
提
案
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
続
く
、
大
学
教
育
の
質
の
向
上
策
が
複
数
提
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示
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
院
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
研
究
者
養
成
機
能
に
加
え
て
、
高
度
専
門
職
業
人
養
成
の
機
能
も
有
す
る
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

②
の
「
教
育
研
究
シ
ス
テ
ム
の
柔
構
造
化
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
大
学
に
お
け
る
履
修
・
修
了
の
シ
ス
テ
ム
の
柔
構
造
化
が
定
期
さ
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
学
部
段
階
に
お
い
て
は
四
年
未
満
の
在
籍
で
の
卒
業
、
秋
季
入
学
の
拡
大
、
単
位
互
換
制
度
や
教
育
課
程
外
の

活
動
に
よ
る
単
位
認
定
の
拡
大
な
ど
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
一
方
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
一
年
制
の
修
士
課
程
に
お
け
る
一
年
制
課
程
や

長
期
履
修
制
度
の
導
入
を
通
じ
て
の
社
会
人
の
学
習
機
会
の
拡
大
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

③
の
「
責
任
あ
る
意
思
決
定
と
実
行
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
学
部
中
心
の
自
治
が
硬
直
化
し
、
特
に
近
年
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
機

動
的
な
意
思
決
定
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
点
を
批
判
し
、
学
長
を
中
心
と
し
て
大
学
の
組
織
目
標
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ

つ
、「
学
内
の
各
機
関
の
機
能
分
担
と
連
携
協
力
に
よ
り
、
大
学
と
し
て
の
合
理
的
で
責
任
あ
る
意
思
決
定
の
体
制
を
作
る
こ
と
」
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
受
験
生
や
社
会
一
般
に
対
し
て
個
別
大
学
の
各
種
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
社
会
的
責
務
と
位
置
付
け
、
教
育

研
究
目
標
・
計
画
、
入
試
や
成
績
な
ど
の
教
育
情
報
、
卒
業
生
の
進
路
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
制
度
化
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
る
。

　

④
の
「
多
元
的
な
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
点
検
あ
っ
て
評
価
な
し
」
と
批
判
さ
れ
て
き
た
自
己
点
検
・

評
価
の
シ
ス
テ
ム
に
学
外
者
の
評
価
を
取
り
入
れ
る
等
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
大
学
の
責
務
と
位
置
付

け
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
位
置
づ
け
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
第
三
者
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
努
力
義
務
と
す
る
と
と
も
に
第
三
者
評
価
機

関
を
新
設
す
る
こ
と
、
お
よ
び
透
明
性
の
高
い
資
源
配
分
を
実
施
す
る
た
め
に
評
価
結
果
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
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⑤
の
「
高
等
教
育
改
革
を
進
め
る
た
め
の
基
盤
の
確
立
等
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
高
等
教
育
に
関
す
る
公
的
支
出
を
先
進
諸
国
並
み
に

近
づ
け
て
い
く
よ
う
政
策
上
の
努
力
を
期
待
し
つ
つ
、
奨
学
金
や
私
学
助
成
に
つ
い
て
も
充
実
を
求
め
て
い
る
。

　

以
上
の
内
容
に
は
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
の
大
学
改
革
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
論
点
が
複
数
含
ま
れ
て
お
り
、
総
論
的
な
内
容
で
あ

り
、
か
つ
各
論
と
し
て
の
大
学
改
革
に
関
連
す
る
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

６

．
二
〇
〇
〇
年
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
求
め
ら
れ
る
高
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
答
申

　

本
答
申
は
、
一
九
九
八
年
答
申
後
の
国
際
社
会
の
急
速
な
変
化
や
国
内
に
お
け
る
高
大
接
続
改
革
へ
の
注
目
を
踏
ま
え
て
、「
高
等
教

育
制
度
の
国
際
的
な
整
合
性
を
図
り
、
教
育
研
究
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
国
際
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
を
通
じ
て
質
の
高
い
高
等
教
育
を
提
供
し
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
得
る
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
貢
献
し
て

い
く
」（
答
申
【
１

】）
た
め
に
必
要
な
要
件
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、

　

①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
担
う
人
材
の
質
の
向
上
に
向
け
た
教
育
の
充
実

　

②
科
学
技
術
の
革
新
と
社
会
、
経
済
の
変
化
に
対
応
し
た
高
度
で
多
様
な
教
育
研
究
の
展
開

　

③
情
報
通
信
技
術
の
活
用

　

④
学
生
、
教
員
等
の
国
際
的
流
動
性
の
向
上

　

⑤
最
先
端
の
教
育
研
究
の
推
進
に
向
け
た
高
等
教
育
機
関
の
組
織
運
営
体
制
の
改
善
と
財
政
基
盤
の
確
保



59

の
五
つ
の
視
点
に
基
づ
い
て
、
改
革
提
言
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

①
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
担
う
人
材
の
質
の
向
上
に
向
け
た
教
育
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
い
て
学
生

に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
し
て
、
課
題
探
究
能
力
や
論
理
的
表
現
能
力
、
あ
る
い
は
高
い
倫
理
性
や
責
任
感
の
獲
得
を
求
め
て
、
外
国
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
情
報
・
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
た
め
の
大
学
の
自
己
点
検
・
評
価
の
一

層
の
推
進
が
求
め
ら
れ
た
。

　

②
の
「
科
学
技
術
の
革
新
と
社
会
、
経
済
の
変
化
に
対
応
し
た
高
度
で
多
様
な
教
育
研
究
の
展
開
」
に
つ
い
て
は
、
卓
越
し
た
教
育
研

究
拠
点
の
創
出
と
成
果
に
基
づ
く
資
金
配
分
の
実
施
、
学
部
段
階
の
教
養
教
育
の
充
実
と
大
学
院
段
階
で
の
専
門
教
育
の
高
度
化
を
通
じ

て
の
高
度
専
門
職
業
人
養
成
の
シ
ス
テ
ム
構
築
、
社
会
人
の
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
が
求
め
ら
れ
た
。

　

③
の
「
情
報
通
信
技
術
の
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
電
子
通
信
技
術
を
活
用
し
た
大
学
教
育
の
提
供
、
通
信
教
育
を
通
じ
た
外
国
の
大
学

教
育
の
履
修
と
そ
の
単
位
・
学
位
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が
求
め
ら
れ
た
。

　

④
の
「
学
生
、
教
員
等
の
国
際
的
流
動
性
の
向
上
」
に
つ
い
て
は
、
学
生
や
若
手
研
究
者
の
海
外
派
遣
の
充
実
、
留
学
生
の
受
け
入
れ

拡
大
の
た
め
の
条
件
整
備
な
ど
が
求
め
ら
れ
た
。

　

⑤
の
「
最
先
端
の
教
育
研
究
の
推
進
に
向
け
た
高
等
教
育
機
関
の
組
織
運
営
体
制
の
改
善
と
財
政
基
盤
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
学
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
の
機
動
的
な
大
学
組
織
運
営
、
私
立
大
学
に
お
け
る
学
校
法
人
の
理
事
会
と
教
学
組
織
と
の
関
係
の
明
確

化
、
教
員
の
流
動
化
と
国
際
化
の
推
進
、
欧
米
並
み
の
公
的
支
出
の
確
保
、
私
学
助
成
の
推
進
な
ど
が
求
め
ら
れ
た
。

　

以
上
の
内
容
の
通
り
、
本
答
申
は
実
際
に
は
一
九
九
八
年
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」
答
申
の
内
容
に

沿
っ
て
、
改
め
て
二
〇
世
紀
末
の
大
学
が
直
面
し
て
い
る
改
革
課
題
を
提
起
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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７

．
論
点
の
整
理

　

一
九
八
七
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
、
近
い
将
来
に
お
け
る
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
提
示
し
た
大
学
審
議
会
答
申
の
基
本
的
性
格

と
し
て
三
点
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

第
一
に
、
初
期
の
議
論
は
臨
時
教
育
審
議
会
で
の
大
学
改
革
関
連
の
議
論
と
連
続
性
を
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
大
学

設
置
基
準
の
大
綱
化
（
第
二
次
答
申
）、
大
学
の
組
織
運
営
改
革
（
第
三
次
答
申
）、
秋
季
入
学
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の
柔

構
造
化
（
第
四
次
答
申
）
と
い
っ
た
論
点
は
、
い
ず
れ
も
臨
時
教
育
審
議
会
で
の
議
論
の
延
長
上
に
改
め
て
言
及
さ
れ
、
そ
の
後
制
度
化

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
電
子
情
報
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
大
き
な
変
革
を
前
に
大
学
の
教
育
研
究
機
能
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ

と
を
予
測
し
、
そ
の
変
化
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
い
う
語
彙
を
与
え
て
大
学
の
課
題
を
提
示
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
一
八
歳
人
口
の
急
増
か
ら
急
減
ま
で
を
一
気
に
経
験
す
る
中
で
学
生
集
団
自
体
が
変
容
し
、
ま
た
大
学
の
大
衆
化
や
社
会
人

教
育
の
必
要
性
の
高
ま
り
の
中
で
大
学
に
対
す
る
社
会
的
な
期
待
が
変
化
す
る
中
で
、
高
度
専
門
職
業
人
養
成
と
い
う
機
能
を
大
学
院
教

育
に
追
加
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
学
部
段
階
を
専
門
教
育
重
視
か
ら
教
養
教
育
重
視
に
転
換
す
る
と
い
う
大
学
教
育
改
革
の
論
点
を
示
し

た
点
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
段
階
で
大
学
審
議
会
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
そ
の
後
は
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
を
中
心
と
し

て
大
学
改
革
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
節
で
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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第
四
章　

中
央
教
育
審
議
会
答
申
か
ら
み
た
大
学
政
策
の
動
向

１

．
中
央
教
育
審
議
会
の
設
置
と
機
能

　

現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
教
育
政
策
の
立
案
・
実
行
に
あ
た
っ
て
、
中
央
教
育
審
議
会
の
役
割
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本

審
議
会
は
時
期
に
よ
り
設
置
の
根
拠
法
・
条
文
が
変
遷
し
て
き
た
が
、
中
央
行
政
が
そ
の
政
策
立
案
に
あ
た
っ
て
の
意
見
を
聴
取
す
る
合

意
形
成
の
場
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

　

中
央
教
育
審
議
会
は
一
九
五
二
年
六
月
の
文
部
省
設
置
法
改
正
に
よ
り
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
法
第
二
四
条
第
二
項
で
そ
の

役
割
を
「
中
央
教
育
審
議
会
は
、
文
部
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
教
育
に
関
す
る
基
本
的
な
重
要
施
策
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
及
び
こ
れ

ら
の
事
項
に
関
し
て
文
部
大
臣
に
建
議
す
る
。」
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
、
同
条
第
三
項
で
そ
の
委
員
は
「
人
格
が
高
潔
で
、
教
育
に
関

し
広
く
且
つ
高
い
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
文
部
大
臣
が
内
閣
の
承
認
を
経
て
任
命
す
る
」
も
の
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
の
省
庁
改
編
に
伴
い
、
大
学
審
議
会
を
は
じ
め
、
従
来
設
置
さ
れ
て
い
た
学
校
教
育
・
教
員
養
成
か
ら
生
涯
学

習
ま
で
多
様
な
審
議
会
の
機
能
を
統
合
す
る
も
の
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
文
部
科
学
省
組
織
令
第
七
五
条
で
文
部
科
学
省

内
に
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
令
第
七
六
条
で
は
そ
の
所
掌
事
務
と
し
て
、

一　

文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
教
育
の
振
興
及
び
生
涯
学
習
の
推
進
を
中
核
と
し
た
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
人
材

の
育
成
に
関
す
る
重
要
事
項
（
第
三
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

二　

前
号
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
し
、
文
部
科
学
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。
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三　

文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
生
涯
学
習
に
係
る
機
会
の
整
備
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

四　

前
号
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
し
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
関
係
行
政
機
関
の
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

五　

生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
法
律
、
理
科
教
育
振
興
法
第
九
条
第
一
項
、
産
業
教
育
振
興

法
、
教
育
職
員
免
許
法
、
学
校
教
育
法
及
び
社
会
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
き
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

六　

理
科
教
育
振
興
法
施
行
令
第
二
条
第
二
項
、
産
業
教
育
振
興
法
施
行
令
第
二
条
第
三
項
及
び
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の

二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
審
議
会
委
員
に
つ
い
て
は
中
央
教
育
審
議
会
令
第
二
条
で
「
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、

文
部
科
学
大
臣
が
任
命
す
る
」
と
、
審
議
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
同
令
第
五
条
で
教
育
制
度
分
科
会
、
生
涯
学
習
分
科
会
、
初
等
中
等
教

育
分
科
会
、
大
学
分
科
会
の
五
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
、
第
六
条
に
基
づ
き
審
議
会
及
び
分
科
会
に
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

　

さ
て
、
大
学
分
科
会
は
中
央
教
育
審
議
会
令
第
五
条
で
示
さ
れ
た
所
掌
事
務
と
し
て
、

一　

大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

二　

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

三　

学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
号
は
一
般
・
総
合
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
審
議
で
あ
り
、
第
二
号
は
上
述
の
学
校
教
育
法
第
七
五
条
で
定
め
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ら
れ
て
い
る
審
議
会
の
権
限
の
う
ち
、
大
学
・
高
等
専
門
学
校
に
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
号
の
規
定
は
、
定
員
の
増
加
や
学
位
の
種
類
や
領
域
の
変
更
を
伴
わ
な
い
学
部
学

科
や
大
学
院
研
究
科
専
攻
・
課
程
の
変
更
、
お
よ
び
定
員
の
増
加
を
含
め
な
い
学
則
の
変
更
に
つ
い
て
、
中
央
教

育
審
議
会
の
権
限
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
役
割
を
有
す
る
中
央
教
育
審
議
会
は
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
期
間
内
で
そ
の
役
割
を
大
き
く

変
更
し
て
い
る
。
前
半
の
一
九
八
四
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
は
主
に
初
等
・
中
等
お
よ
び
生
涯
教
育
に
関

す
る
議
論
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
以
降
は
大
学
改
革
が
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
繰

り
返
し
言
及
さ
れ
、
答
申
内
容
が
大
学
内
部
の
教
育
・
研
究
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
時
期
で
あ
る
。

　

前
半
の
一
九
八
四
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
大
学
に
関
す
る
課
題
が
中
心
に

取
り
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
四
つ
の
答
申
を
確
認
で
き
る
（
表
５

参
照
）。

　

こ
の
う
ち
二
〇
〇
〇
年
の
答
申
が
高
等
教
育
段
階
に
お
け
る
教
養
教
育
の
在
り
方
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
三
答
申
は
、
入
試
改
革
、
高
大
接
続
に
関
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時
期
に
大
学
審
議

会
が
積
極
的
に
大
学
改
革
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
文
部
省
と
し
て
は
複
数
の
審
議
会
で
大

学
に
関
す
る
議
論
を
す
る
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
四
答
申
は
い
ず

れ
も
重
要
な
論
点
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
本
稿
で
は
そ
の
議
論
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
次
節
で
は
大

学
審
議
会
の
機
能
が
中
央
教
育
審
議
会
に
統
合
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

表５　主な中央教育審議会答申１（1991～2000年）

1991年 4 月 9 日 新しい時代に対応する教育の諸制度の改革について（答申）

1997年 6 月 1 日 21世紀を展望した我が国の教育の在り方について（第二次答申）

1999年12月16日 初等中等教育と高等教育との接続の改善について（答申）

2000年12月 1 日 新しい時代における教養教育の在り方について（審議のまとめ）
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２

．
二
〇
〇
一
年
以
降
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申

　

さ
て
、
二
〇
〇
一
年
の
省
庁
再
編
に
合
わ
せ
て
、
中
央
教
育
審
議
会
も
ま
た
、
前
節
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
構
成
に
再
編
さ
れ
た
。
大

学
に
関
す
る
議
論
は
大
学
分
科
会
で
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
下
に
多
数
の
部
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
は
特
別
委
員
会
と

い
っ
た
組
織
が
編
成
さ
れ
、
多
様
な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
個
別
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
部
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

議
論
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
総
論
と
し
て
大
学
お
よ
び
大
学
教
育
の
将
来
像
に
つ
い
て
広
範
に
議
論
し
た
答
申
に
つ
い
て
確
認
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

　

表
６

は
二
〇
〇
一
年
以
降
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
の
う
ち
、
大
学
を
対
象
と
し
た
提
言
・
議
論
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
答
申
を
一
覧

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
例
え
ば
教
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
答
申
で
は
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
に
つ
い
て
議
論
を
し

て
お
り
、
そ
の
答
申
内
容
が
実
際
に
教
職
課
程
の
科
目
構
成
や
教
育
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

な
お
、
将
来
像
を
示
し
た
答
申
と
し
て
、
以
下
の
五
答
申
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
課
題
、
特
に
教
育
改
革
を

重
点
的
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
各
論
と
し
て
改
め
て
精
査
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

１

．
二
〇
〇
二
年
「
大
学
の
質
の
保
証
に
係
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
」

２

．
二
〇
〇
五
年
「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

３

．
二
〇
〇
八
年
「
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て
」

４

．
二
〇
一
二
年
「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
向
け
て
〜
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成

す
る
大
学
へ
〜
」

５

．
二
〇
一
八
年
「
二
〇
四
〇
年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
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さ
て
、
教
育
振
興
基
本
計
画
は
改

正
教
育
基
本
法
第
一
七
条
「
政
府

は
、
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る

た
め
、
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針
及
び
講

ず
べ
き
施
策
そ
の
他
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
計
画
を
定
め
、

こ
れ
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
規
定
に
基
づ
い
て
政
府
か
ら

国
会
に
５

年
ご
と
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
計
画
立
案
に
あ
た
り
、
全

体
の
方
向
性
を
中
央
教
育
審
議
会
で

議
論
し
て
お
り
、
中
期
計
画
的
側
面

を
有
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は

教
育
振
興
基
本
計
画
を
検
討
し
た
三

表６　主な中央教育審議会答申２（2002～2018年）

2002年 2 月21日 大学等における社会人受入れの推進方策について（答申）
2002年 2 月21日 新しい時代における教養教育の在り方について（答申）
2002年 8 月 5 日 大学の質の保証に係る新たなシステムの構築について（答申）
2002年 8 月 5 日 大学院における高度専門職業人養成について（答申）
2002年 8 月 5 日 法科大学院の設置基準等について（答申）
2003年12月16日 新たな留学生政策の展開について（答申）
2004年 2 月18日 薬学教育の改善・充実について（答申）
2005年 1 月28日 我が国の高等教育の将来像（答申）
2005年 9 月5日 新時代の大学院教育─国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて─（答申）
2008年 4 月18日 教育振興基本計画について─「教育立国」の実現に向けて─（答申）
2008年12月24日 学士課程教育の構築に向けて（答申）
2011年 1 月31日 今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）
2011年 1 月31日 グローバル化社会の大学院教育～世界の多様な分野で大学院修了者が活躍するた

めに～（答申）
2012年 8 月28日 新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に

考える力を育成する大学へ～（答申）
2013年 4 月25日 第２期教育振興基本計画について（答申）
2014年12月22日 新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学

入学者選抜の一体的改革について（答申）
2016年 5 月30日 個人の能力と可能性を開花させ、全員参加による課題解決社会を実現するための

教育の多様化と質保証の在り方について（答申）
2017年 8 月23日 専門職大学設置基準の制定等について（答申）
2018年 3 月 8 日 第３期教育振興基本計画について（答申）
2018年11月26日 2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）

注１　主に大学を対象とした答申を中心に整理しており、大学に言及している答申はこれらがすべて
ではない。

注２　大学分科会などの論点整理、審議のまとめは掲載していない。
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答
申
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

３

．
第
一
期
教
育
振
興
基
本
計
画
と
中
央
教
育
審
議
会
答
申

　

第
一
期
教
育
振
興
基
本
計
画
は
二
〇
〇
八
年
七
月
に
閣
議
決
定
の
上
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
本
計
画
の
基
礎
と
な
っ
た
の
が
二
〇
〇
八

年
四
月
「
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
│
「
教
育
立
国
」
の
実
現
に
向
け
て
│
」
答
申
で
あ
る
。

　

本
答
申
は
「
今
後
の
知
識
基
盤
社
会
に
お
い
て
、
一
人
一
人
の
充
実
し
た
人
生
と
我
が
国
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
実
現
す
る
た
め
、

改
め
て
「
教
育
立
国
」
を
宣
言
す
る
」（
は
じ
め
に
）
こ
と
を
求
め
た
上
で
、
第
一
章
で
現
状
と
課
題
を
提
示
し
、
第
二
章
で
今
後
一
〇
年

間
を
通
じ
て
目
指
す
べ
き
教
育
の
姿
を
示
し
、
第
三
章
で
は
領
域
ご
と
に
今
後
五
年
間
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
む
べ
き
具
体
的

な
施
策
を
示
し
て
い
る
。
特
に
第
一
期
が
対
象
と
す
る
二
〇
一
三
年
ま
で
の
五
年
間
で
達
成
す
べ
き
目
標
に
つ
い
て
数
値
で
示
し
、
い
わ

ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
の
検
証
を
求
め
る
と
と
も
に
、
具
体
的
施
策
の
中
で
も
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
第

三
章
第
四
節
で
改
め
て
言
及
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
答
申
で
示
さ
れ
た
教
育
改
革
の
基
本
的
方
向
性
は
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。

①
社
会
全
体
で
教
育
の
向
上
に
取
り
組
む

②
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
能
力
を
伸
ば
し
、
個
人
と
し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
る
基
盤
を
育
て
る

③
教
養
と
専
門
性
を
備
え
た
知
性
豊
か
な
人
間
を
養
成
し
、
社
会
の
発
展
を
支
え
る

④
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
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こ
れ
ら
の
う
ち
、
大
学
と
深
く
関
連
し
て
い
る
の
が
基
本
的
方
向
③
で
あ
り
、
そ
の
中
で
具
体
的
に
六
点
が
大
き
な
目
標
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
。
以
下
、
そ
の
六
点
を
確
認
す
る
。

　

第
一
は
「
社
会
の
信
頼
に
応
え
る
学
士
課
程
教
育
等
を
実
現
す
る
」
で
あ
る
。
こ
の
項
目
で
は
、
高
等
教
育
の
大
衆
化
に
伴
い
大
学
等

で
の
教
育
の
質
の
保
証
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
、
学
位
授
与
、
教
育
課
程
編
成
・
実
施
、
お
よ
び
入
学
者
受
入
れ
と

い
う
三
つ
の
方
針
の
統
合
的
な
運
用
に
よ
る
優
れ
た
実
践
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
は
「
世
界
最
高
水
準
の
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠
点
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
大
学
院
教
育
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
」
で
あ
る
。
こ

の
項
目
で
は
、
二
〇
〇
六
年
に
策
定
さ
れ
て
い
た
「
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
綱
」
に
基
づ
い
て
国
際
競
争
力
の
あ
る
世
界
最
高
水
準
の

大
学
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
は
「
大
学
等
の
国
際
化
を
推
進
す
る
」
で
あ
る
。
こ
の
項
目
で
は
、
大
学
等
の
国
際
化
や
国
際
競
争
力
の
向
上
を
図
り
、
国
際
的

な
環
境
で
学
生
や
教
員
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
充
実
に
向
け
て
、
留
学
生
交
流
を
推
進
す
る
等
の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
四
は
「
国
公
私
立
大
学
等
の
連
携
等
を
通
じ
た
地
域
振
興
の
た
め
の
取
組
な
ど
の
社
会
貢
献
を
支
援
す
る
」
で
あ
る
。
こ
の
項
目
で

は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
ニ
ー
ズ
の
高
い
教
育
や
特
色
の
あ
る
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
に
大
学
間
連
携
で

あ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
活
用
す
る
等
の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
五
は
「
大
学
教
育
の
質
の
向
上
・
保
証
を
推
進
す
る
」
で
あ
る
。
こ
の
項
目
で
は
、
教
育
内
容
や
国
際
的
通
用
性
の
面
か
ら
学
位
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
質
を
保
証
す
る
取
組
と
し
て
の
大
学
評
価
を
推
進
す
る
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
大
学
設
置
基
準

に
基
づ
く
事
前
評
価
の
運
用
を
適
切
に
行
う
こ
と
、
大
学
で
身
に
付
け
る
べ
き
内
容
を
共
通
部
分
と
専
門
領
域
ご
と
に
明
確
化
す
る
こ
と

が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

　

第
六
は
「
大
学
等
の
教
育
研
究
を
支
え
る
基
盤
を
強
化
す
る
」
で
あ
る
。
こ
の
項
目
で
は
、
教
育
研
究
の
質
の
確
保
と
人
材
の
育
成
の
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表７　第一期教育振興基本計画の答申で特に重点的に施策・改革推進が求められた内容

◎キャリア教育・職業教育の推進と生涯を通じた学び直しの機会の提供の推進

○専門的職業人や実践的・創造的技術者の養成の推進

　大学・短期大学、高等専門学校・専修学校等における実践的な職業教育を促す。特
に、国際的に活躍できる高度専門職業人を養成するため、専門職大学院等の教育の高
度化を促すとともに、各分野の評価団体の形成を促進する。

○生涯を通じて大学等で学べる環境づくり

　個人のキャリア形成や地域活動への参画等のため、生涯にわたる学習へのニーズに
対応し、大学・短期大学、専修学校等における社会人等受入れに必要な環境の整備を
促すとともに、大学等と産業界等との連携による取組への支援により、大学等におけ
る社会人受入れを促す。

◎大学等の教育力の強化と質保証

○社会からの信頼に応え、求められる学習成果を確実に達成する学士課程教育等の実現

　学士課程で身に付ける学習成果（「学士力」）の達成等を目指し、各大学等において
教育内容・方法の改善を進めるとともに、厳格な成績評価システムを導入するよう優
れた取組を支援する。また、教員の教育力の向上のための実効ある取組を全大学等で
展開していくよう優れた取組を支援する。さらに、大学等の設置認可や認証評価制度、
情報公開を含めた包括的な教育の質保証の在り方について、中央教育審議会において
検討し、必要な方策を講ずる。

○国公私を通じた大学間の連携による戦略的な取組の支援

　全国各地域において、大学間の連携により、各大学等の教育研究資源を有効に活用
し、地域貢献等を推進するための取組が充実したものとなるよう支援する。また、国
公私を通じ複数の大学等が学部・研究科等を共同で設置できる仕組みを平成20年度中
に創設する。あわせて、大学等が社会的要請の高い人材育成について地域や産業界と
連携して行う優れた取組を支援する。

◎卓越した教育研究拠点の形成と大学等の国際化の推進

○世界最高水準の教育研究拠点の形成と大学院教育の振興

　平成23年度までに、世界的な卓越した教育研究拠点の形成を目指し150拠点程度を
重点的に支援する。あわせて、すべての大学院において、大学院教育の組織的展開の
強化を図り、国際通用性を確保し、高度な課題探求能力が育成されるよう、優れた取
組を支援する。また、大学の教育研究水準の高度化を目指し、科学研究費補助金の拡
充を目指すとともに、施設・設備の整備や、国公私立大学を通じた共同教育研究拠点
の整備を支援する。

○「留学生30万人計画」の策定・実施

　大学等の国際化や国際競争力の強化、諸外国との相互理解の増進を図るため、2020
年頃の実現を目途として「留学生30万人計画」を策定し、計画的に推進を図る。今後
５年間においては、留学生の大幅な増加を目指す。



69

た
め
に
、
財
政
的
支
援
を
行
う
こ
と
が
施
策
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
社
会
や
時
代
に
み
あ
っ
た
国
立
大
学
の
徹
底
し
た
改
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
特
に
重
点
的
に
検
討
・
実
施
が
求
め
ら
れ
た
内
容
は
表
７

の
通
り
で
あ
る
。

４

．
第
二
期
教
育
振
興
基
本
計
画
と
中
央
教
育
審
議
会
答
申

　

第
二
期
教
育
新
興
基
本
計
画
は
二
〇
一
三
年
四
月
の
「
第
二
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
」
答
申
の
内
容
に
基
づ
い
て
閣
議
決
定

さ
れ
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

　

本
答
申
は
第
一
部
「
我
が
国
に
お
け
る
今
後
の
教
育
の
全
体
像
」
に
お
い
て
、
日
本
社
会
お
よ
び
教
育
の
現
状
と
課
題
を
検
討
し
、
以

下
の
よ
う
な
四
つ
の
基
本
的
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

①
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
養
成
〜
多
様
で
変
化
の
激
し
い
社
会
で
の
個
人
の
自
立
と
協
働
〜

②
未
来
へ
の
飛
躍
を
実
現
す
る
人
材
の
養
成
〜
変
化
や
新
た
な
価
値
を
主
導
・
創
造
し
、
社
会
の
各
分
野
を
牽
引
し
て
い
く
人
材
〜

③
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
〜
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
多
様
な
学
習
機
会
を
〜

④
絆
づ
く
り
と
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
〜
社
会
が
人
を
育
み
、
人
が
社
会
を
つ
く
る
好
循
環
〜

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
て
、
第
二
部
で
は
「
今
後
五
年
間
に
実
施
す
べ
き
教
育
上
の
方
策
」
と
し
て
、
八
つ
の
大
く
く
り
の
「
成
果
目

標
」
と
三
〇
の
基
本
項
目
と
し
て
の
「
基
本
施
策
」
が
設
定
さ
れ
た
。
特
に
成
果
目
標
は
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ

り
、
そ
の
後
の
政
策
の
方
向
性
を
一
定
程
度
方
向
づ
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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大
学
改
革
関
連
に
注
目
す
る
と
、
成
果
目
標
と
し
て
、
以
下
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
成
果
目
標
２
（
課
題
探
求
能
力
の
修
得
）
で
は
、「
知
識
を
基
盤
と
し
た
自
立
、
協
働
、
創
造
の
社
会
モ
デ
ル
実
現
に
向
け
て
、

「
生
き
る
力
」
の
基
礎
に
立
ち
、「
課
題
探
求
能
力
」
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
確
立
す
る
。
こ
の
た
め
、
十

分
な
質
を
伴
っ
た
学
修
時
間
を
欧
米
並
み
の
水
準
に
す
る
」
こ
と
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
、
そ
の
成
果
指
標
と
し
て
、

・
各
大
学
に
お
け
る
学
修
時
間
の
把
握
状
況
の
改
善
、
十
分
な
質
を
伴
っ
た
学
修
時
間
の
実
質
的
な
増
加
・
確
保
（
欧
米
並
み
の
水
準
）

・
学
修
支
援
環
境
の
改
善

・
全
学
的
な
教
学
シ
ス
テ
ム
の
整
備
状
況
の
向
上
（
教
育
課
程
の
体
系
化
、
組
織
的
な
教
育
の
実
施
、
授
業
計
画
の
充
実
な
ど
）

・
学
生
、
卒
業
者
、
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
、
教
育
へ
の
評
価
の
改
善

・
社
会
人
入
学
者
の
倍
増

を
計
画
に
設
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
成
果
目
標
４
（
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
た
能
力
・
態
度
の
育
成
等
）
で
は
、「
社
会
的
・
職
業
的
自
立
の
基
盤
と
な
る
基
礎

的
・
汎
用
的
能
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
労
働
市
場
の
流
動
化
や
知
識
・
技
能
の
高
度
化
に
対
応
し
、
実
践
的
で
専
門
性
の
高
い
知
識
・

技
能
を
、
生
涯
を
通
じ
て
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
状
況

の
改
善
、
就
職
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
改
善
に
向
け
た
教
育
・
雇
用
の
連
携
方
策
の
強
化
を
図
る
。」
こ
と
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
、
そ
の
成

果
指
標
の
う
ち
、
大
学
関
連
の
も
の
と
し
て
、
②
「
就
職
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
に
よ
る
若
者
の
雇
用
状
況
（
就
職
率
、
早
期
離
職
率
等
）
改
善

に
向
け
た
取
組
の
増
加
」
が
設
定
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
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・
職
場
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
状
況
の
改
善

・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Problem

-basedlearning

）
等
の
実
施
率
増
加

・
社
会
人
の
受
入
れ
状
況
の
改
善

・
大
学
で
教
員
等
と
し
て
活
躍
す
る
女
性
の
増
加

・
新
卒
者
の
就
職
状
況
を
公
開
し
て
い
る
大
学
の
増
加

・
就
職
相
談
員
の
配
置
や
就
職
相
談
室
の
設
置
状
況
の
増
加

と
い
っ
た
指
標
を
計
画
に
設
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
成
果
目
標
５
（
社
会
全
体
の
変
化
や
新
た
な
価
値
を
主
導
・
創
造
す
る
人
材
等
の
養
成
）
で
は
、「「
社
会
を
生
き
抜
く
力
」
に
加
え

て
、
卓
越
し
た
能
力
を
備
え
、
社
会
全
体
の
変
化
や
新
た
な
価
値
を
主
導
・
創
造
す
る
よ
う
な
人
材
、
社
会
の
各
分
野
を
牽
引
す
る
リ
ー

ダ
ー
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
あ
っ
て
様
々
な
人
々
と
協
働
で
き
る
人
材
、
と
り
わ
け
国
際
交
渉
な
ど
国
際
舞
台
で
先
導
的
に
活
躍
で
き
る

人
材
を
養
成
す
る
。
こ
れ
に
向
け
て
、
実
践
的
な
英
語
力
を
は
じ
め
と
す
る
語
学
力
の
向
上
、
海
外
留
学
者
数
の
飛
躍
的
な
増
加
、
世
界

水
準
の
教
育
研
究
拠
点
の
倍
増
な
ど
を
目
指
す
。」
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
目
標
の
指
標
と
し
て
、

・
世
界
で
戦
え
る
「
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
一
〇
年
後
に
倍
増

・
大
学
の
国
際
的
な
評
価
の
向
上

・
国
際
共
通
語
と
し
て
の
英
語
力
の
向
上
。
大
学
関
連
で
は
、
卒
業
時
の
英
語
力
の
到
達
目
標
を
設
定
す
る
大
学
の
数
及
び
そ
れ
を
満
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た
す
学
生
の
増
加
、
卒
業
時
に
お
け
る
単
位
取
得
を
伴
う
海
外
留
学
経
験
者
数
を
設
定
す
る
大
学
の
増
加

・
日
本
の
生
徒
・
学
生
等
の
海
外
留
学
者
数
、
外
国
人
留
学
生
数
の
増
加
（
二
〇
三
〇
年
を
目
途
に
日
本
人
の
海
外
留
学
生
数
を
倍
増
な
ど
）

・
大
学
に
お
け
る
外
国
人
教
員
等
（
国
外
の
大
学
で
の
学
位
取
得
、
通
算
一
年
以
上
国
外
で
教
育
研
究
に
従
事
し
た
日
本
人
教
員
を
含
む
）
の
全

教
員
に
占
め
る
比
率
の
増
加

・
大
学
に
お
け
る
外
国
語
に
よ
る
授
業
の
実
施
率
（
外
国
語
に
よ
る
授
業
／
全
授
業
数
）
の
増
加

・
大
学
の
入
学
時
期
の
弾
力
化
状
況
の
改
善
（
四
月
以
外
で
入
学
し
た
学
生
数
の
増
加
）

と
い
っ
た
指
標
を
計
画
に
設
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

第
四
に
、
成
果
目
標
６
（
意
欲
あ
る
全
て
の
者
へ
の
学
習
機
会
の
確
保
）
と
し
て
「
様
々
な
困
難
や
課
題
を
抱
え
支
援
を
求
め
て
い
る
者
に

対
し
て
、
生
涯
を
通
じ
て
多
様
な
学
習
機
会
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
能
力
と
意
欲
を
有
す
る
全
て
の
者
が
中
等
・
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
経
済
的
、
時
間
的
、
地
理
的
制
約
等
に
よ
る
教
育
格
差
を
改
善
す
る
。」
こ
と
が
目
標
と
し
て
設
定

さ
れ
た
。

　

そ
の
成
果
指
標
と
し
て
は
、

・
進
学
機
会
の
確
保
や
修
学
の
格
差
の
状
況
改
善

・
社
会
人
入
学
者
の
倍
増

を
大
学
に
求
め
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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第
五
に
、
成
果
目
標
７
（
安
全
・
安
心
な
教
育
研
究
環
境
の
確
保
）
と
し
て
、「
子
ど
も
・
若
者
等
が
安
全
・
安
心
な
環
境
に
お
い
て
学
習
・

研
究
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
等
施
設
の
耐
震
化
、
防
災
機
能
強
化
等
の
教
育
研
究
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
安

全
を
守
る
た
め
の
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
安
全
教
育
を
推
進
す
る
な
ど
、
学
校
等
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る
。」
こ

と
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
大
学
関
連
の
成
果
指
標
と
し
て
、

・
大
学
等
の
耐
震
化
率
の
向
上
（
二
〇
一
五
年
度
ま
で
の
国
立
大
学
耐
震
化
完
了
、
私
立
大
学
の
早
期
耐
震
化
完
了
）

を
指
標
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

第
六
と
し
て
、
成
果
目
標
８
（
互
助
・
共
助
に
よ
る
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
）
で
は
、「
個
々
人
の
多
様
な
学
習
活
動
の
実
施
や
参

画
を
通
じ
、
家
庭
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
互
助
・
共
助
に
よ
る
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
。
特
に
、
学
校
や
社

会
教
育
施
設
等
を
地
域
の
振
興
・
再
生
に
貢
献
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
、
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
協
働
体
制
を

整
備
し
、
個
々
人
の
地
域
社
会
へ
の
自
律
的
な
参
画
を
拡
大
す
る
。」
こ
と
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
、
そ
の
大
学
関
連
の
成
果
指
標
と

し
て
、

・
大
学
に
お
け
る
地
域
企
業
や
官
公
庁
と
連
携
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
数
の
増
加

・
地
域
の
企
業
等
（
同
一
県
内
企
業
又
は
地
方
公
共
団
体
）
と
の
共
同
研
究
数
の
増
加

・
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
履
修
証
明
等
）
の
増
加

・
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
た
地
域
に
お
け
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
大
学
等
の
支
援
状
況
の
向
上
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・
地
域
に
向
け
た
公
開
講
座
数
や
大
学
開
放
（
体
育
館
、
図
書
館
等
）
の
状
況
の
向
上

と
い
っ
た
指
標
を
計
画
に
設
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

第
七
に
、
こ
う
し
た
改
革
を
進
め
る
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、

・
大
学
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化

・
大
学
等
の
個
性
・
特
色
の
明
確
化
と
そ
れ
に
基
づ
く
機
能
の
強
化
（
機
能
別
分
化
）
の
推
進

・
大
学
等
の
財
政
基
盤
の
強
化
と
個
性
・
特
色
に
応
じ
た
施
設
整
備

・
私
立
学
校
の
振
興

と
い
っ
た
大
学
関
連
の
基
本
施
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
成
果
目
標
を
設
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
大
学
改

革
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
答
申
は
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
北
大
震
災
を
踏
ま
え
て
、
教
育
機
関
の
安
全
性
に
改
め
て
言
及
し
、
ま
た
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
も
の
と
し
て
内
容
が
編
成
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
一
方
で
大
学
教
育
の
質
保
証
や
大
学
の
機
能
別
分

化
と
い
っ
た
従
来
と
は
異
な
る
政
策
が
議
論
さ
れ
る
中
で
、
学
生
の
学
修
を
質
的
に
も
量
的
に
も
充
実
さ
せ
る
た
め
の
方
策
の
立
案
・
実

施
を
大
学
側
に
求
め
て
い
る
点
で
大
学
教
育
の
捉
え
方
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
点
を
改
め
て
示
し
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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５

．
第
三
期
教
育
振
興
基
本
計
画
と
中
央
教
育
審
議
会
答
申

　

第
三
期
教
育
振
興
基
本
計
画
の
立
案
に
あ
た
り
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
従
来
と
は
若
干
異
な
る
論
理
構
成
で
二
〇
一
八
年
「
第
三
期

教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
」
答
申
の
内
容
を
策
定
し
た
。
具
体
的
に
は
従
来
ど
お
り
基
本
的
な
方
向
性
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
今
後
五
年
間
で
到
達
す
べ
き
政
策
目
標
を
大
き
く
設
定
し
、
個
別
政
策
を
そ
の
目
標
と
関
連
づ
け
て
、「
基
本
的
な
方
針
│
今
後
五

年
間
の
政
策
の
目
標
│
施
策
群
」
と
い
う
三
段
階
の
ツ
リ
ー
型
に
構
築
し
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
基
本
的
な
方
針
と
施
策
群
と
が
一
対
一

対
応
に
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
教
育
政
策
の
事
情
に
よ
り
、
従
来
の
教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
同
一
内
容
の
施
策
や
目
標
が

複
数
の
目
標
に
設
定
さ
れ
る
と
い
う
分
か
り
に
く
さ
が
生
じ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
一
つ
の
施
策
が
複
数
の
目
標
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
図
示
化
し
、
分
か
り
や
す
く
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
構
成
に
基
づ
き
つ
つ
、
従
来
と
同
様
に
基
本
的
な
方
針
が
以
下
の
五
点
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。

①
夢
と
志
を
持
ち
、
可
能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
力
を
育
成
す
る

②
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
牽
引
す
る
た
め
の
多
様
な
力
を
育
成
す
る

③
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る

④
誰
も
が
社
会
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る

⑤
教
育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
を
整
備
す
る

こ
れ
ら
第
三
期
に
向
け
て
の
五
つ
の
方
針
を
第
二
期
に
設
定
さ
れ
た
方
針
と
比
較
す
る
と
、
特
に
第
二
期
の
答
申
で
は
努
力
目
標
的
側
面

を
有
し
て
い
た
教
育
政
策
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
項
目
が
基
本
的
方
針
と
し
て
明
確
に
示
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。



76
　

な
お
、
施
策
群
で
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
大
学
生
の
学
力
を
め
ぐ
っ
て
、
今
後
五
年
間
の
政
策
の
目
標
の
四
と
し
て
「
問
題
発
見
・
解
決
能
力
の
修
得
」
が
設
定
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
学
力
の
三
要
素
を
踏
ま
え
て
「
学
生
に
幅
広
い
知
識
と
教
養
、
主
体
的
に
変
化
に
対
応
し
つ
つ
学
ん
だ
知
識
・
技
能
を
実
践
・

応
用
す
る
力
、
さ
ら
に
は
自
ら
問
題
の
発
見
・
解
決
に
取
り
組
む
力
を
育
成
す
る
。」
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
指
標
と

し
て
、「
学
修
時
間
の
充
実
等
、
学
生
の
学
修
に
対
す
る
取
組
・
態
度
の
改
善
」
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
指
標
を
測
定
す
る
方
法
と
し
て
、

大
学
教
育
の
内
部
質
保
証
と
い
う
概
念
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

第
二
に
、
基
本
方
針
②
の
下
で
政
策
の
目
標
九
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
等
多
様
な
分
野
の
人
材
の
育
成
」
が
設
定
さ
れ
、
特
に
二

〇
二
〇
年
開
催
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
を
参
考
指
標
と
し
つ
つ
、
芸
術
家
の
養
成
や
ア
ス

リ
ー
ト
の
発
掘
・
育
成
が
施
策
群
に
設
定
さ
れ
、「
我
が
国
の
多
様
な
成
長
分
野
の
発
展
を
担
う
専
門
人
材
の
育
成
」
と
合
わ
せ
て
、
人

材
の
育
成
・
確
保
が
大
き
な
論
点
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
基
本
方
針
③
の
下
で
政
策
の
「
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
推
進
」
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
施
策
と
し
て
「
大
学
等
に
お
け
る
学
生

支
援
の
充
実
」
が
設
定
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
特
に
近
年
発
達
障
害
を
有
す
る
学
生
を
中
心
と
し
た
障
害
を
有
す
る
学
生
の

大
学
入
学
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
三
つ
の
方
針
と
し
て
の
入
学
時
・
教
育
課
程
・
卒
業
時
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
、
何
を
支
援

す
る
か
が
多
く
の
大
学
の
中
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
四
に
、
基
本
方
針
⑤
の
「
教
育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
の
整
備
」
の
政
策
目
標
と
し
て
「
教
育
研
究
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
高
等

教
育
の
シ
ス
テ
ム
改
革
」
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
施
策
と
し
て
「
高
等
教
育
機
関
の
連
携
・
統
合
等
」
が
提
言
さ
れ
て
い
る
点
が
二
〇
二
〇

年
度
以
降
の
大
学
改
革
の
論
点
と
な
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、
社
会
人
の
学
び
直
し
の
推
進
、
大
学
院
教
育
改
革
の
推
進
、
英
語
教
育
の
充
実
や
留
学
生
の
増
加
・
環
境
整
備
、
と
い
っ
た
項
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目
は
従
来
の
教
育
振
興
基
本
計
画
で
も
言
及
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
推
進
が
引
き
続
き
目
標
・
指
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

６

．
論
点
の
整
理

　

教
育
振
興
基
本
計
画
は
二
〇
〇
八
年
以
降
の
日
本
の
教
育
政
策
全
体
を
方
向
付
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
認
識
さ
れ
て

い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
個
別
政
策
の
検
討
が
本
計
画
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
い
形
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
基
本
計
画
と

個
別
改
革
と
の
連
動
性
が
見
え
に
く
い
こ
と
、
ま
た
本
計
画
で
設
定
さ
れ
て
い
る
数
値
目
標
が
未
達
の
場
合
で
も
、
少
な
く
と
も
表
面
的

に
は
ど
こ
に
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
的
に
こ
の
計
画
や
そ
こ
に
設
定
さ
れ
て
い
る
数
値
目
標
を
意
識
す
る

こ
と
が
限
ら
れ
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
〇
年
代
の
、
特
に
大
学
改
革
を
め
ぐ
る
方
向
性
を
と
り
ま
と
め
た
文
書
と
し
て
読
み
直
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
に
求
め
ら
れ
て
き
た
や
や
大
き
な
改
革
課
題
が
基
本
計
画
内
に
取
り
込
ま
れ
、
政
策
や
そ
の
目
標
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
点
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
を
形
成
し
た
の
が
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
で
あ
る
点
は
、
大
学
政
策
立
案
の
基
盤
と
し
て
の

中
央
教
育
審
議
会
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
答
申
の
対
象
範
囲
が
公
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
大
学
改
革
に
関
す
る
記
述
の
分
量
の
制
約
か
ら
総
花
的
な
議
論
、
記
述
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
限
界
も
ま
た
確
認
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
大
学
改
革
全
体
を
示
し
た
答
申
に
対
し
て
、
し
か
し
日
常
的
に
メ
デ
ィ
ア
で
言
及
さ
れ
る
答
申
は
こ
こ
で
記
述
し
た
三
つ
の

答
申
で
は
な
く
、
前
述
し
た
五
つ
の
答
申
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
答
申
は
特
に
大
学
教
育
に
目
に
見
え
る
形
で
改
革
を
迫
る
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
例
え
ば
将
来
像
答
申
、
学
士
課
程
答
申
、
質
的
転
換
答
申
と
い
う
略
称
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
表
６

で
言
及
し
て
い
る
答
申

全
体
も
ま
た
、
当
該
時
期
の
大
学
改
革
の
い
ず
れ
か
の
部
分
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
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第
五
章　

文
部
省
・
文
部
科
学
省
以
外
の
政
府
機
関
に
よ
る
教
育
改
革
提
言

　

本
稿
で
は
、
総
論
と
し
て
中
央
教
育
審
議
会
と
大
学
審
議
会
の
答
申
の
う
ち
、
大
学
改
革
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
中
期
計
画
的
な
内

容
を
有
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
内
容
を
確
認
し
て
き
た
。
答
申
に
は
総
論
的
な
内
容
以
外
に
も
、
例
え
ば
大
学
入
試
・
高
大
接
続
に
関

す
る
改
革
に
つ
い
て
の
提
言
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
大
学
改
革
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
が
、
取
り
上
げ
た
答
申
以
外
に
も
少

な
く
な
い
。

　

と
り
わ
け
臨
時
教
育
審
議
会
が
同
設
置
法
第
一
条
に
基
づ
き
、
審
議
会
自
体
が
総
理
府
に
置
か
れ
る１
こ
と
で
、
文
部
省
改
革
や
文
部
省

の
政
策
と
は
異
な
る
議
論
を
可
能
に
し
た
点
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
首
相
・
内
閣
官
房
が
教
育
改
革
を
議
論
す
る
組
織
を
設
置
す
る

端
緒
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
以
外
の
中
央
行
政
レ
ベ
ル
で
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
大
学
改
革
を
審
議
し
た
組
織
と
し
て
は
、
以
下
の
四
組
織
が

あ
る
。

　

第
一
の
組
織
は
、
教
育
改
革
国
民
会
議
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
小
渕
恵
三
首
相
の
決
裁
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
私
的
な
諮

問
機
関
で
あ
っ
た
が
、
同
年
一
二
月
に
「
教
育
改
革
国
民
会
議
報
告
│
教
育
を
変
え
る
一
七
の
提
案
│
」
を
公
表
し
て
活
動
を
事
実
上
終

え
て
い
る
。

　

本
会
議
の
提
案
は
公
教
育
全
体
に
わ
た
り
、
分
量
も
そ
れ
ほ
ど
長
い
も
の
で
は
な
い
が
、
大
学
入
試
や
大
学
院
制
度
な
ど
そ
の
後
の
教

育
改
革
に
影
響
を
与
え
た
内
容
を
多
く
含
ん
で
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　

第
二
の
組
織
は
、
教
育
再
生
会
議
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
六
年
六
月
の
安
倍
晋
三
第
一
次
政
権
下
で
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
設
置
さ
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れ
た
組
織
で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
は
特
に
学
校
教
育
や
そ
れ
に
関
連
す
る
地
方
教
育
行
政
改
革
が
注
目
さ
れ
、
議
論
を
ま
と
め
た
第
三
次

答
申
で
提
示
さ
れ
た
七
項
目
の
う
ち
、
大
学
関
連
の
内
容
は
三
の
「
大
学
・
大
学
院
の
抜
本
的
な
改
革
〜
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学
・

大
学
院
を
作
る
〜
」
に
留
ま
り
、
内
容
面
で
は
教
育
改
革
国
民
会
議
で
の
議
論
の
ほ
ぼ
焼
き
直
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
三
の
組
織
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
の
福
田
康
夫
内
閣
の
下
で
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
教
育
再
生
懇
談
会
で
あ
る
。
前
年
九

月
に
安
倍
晋
三
内
閣
が
総
辞
職
し
た
後
に
、
教
育
再
生
会
議
を
廃
止
し
、
そ
の
代
替
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
閣
議
決
定
の
「
一
．
趣
旨
」

で
、「
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
と
も
に
、
教
育
再
生
会
議
の
提
言
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う

た
め
」
に
設
置
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
教
育
再
生
会
議
で
議
論
さ
れ
て
き
た
改
革
提
言
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
組
織
と
し
て
の
性
格
を

帯
び
て
い
た
。
大
学
改
革
関
連
の
提
言
で
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
公
表
さ
れ
た
「
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
ま
と
め
│
第
四
次
報
告
│
」
に

お
い
て
、
大
学
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
創
造
性
に
富
ん
だ
科
学
技
術
人
材
の
育
成
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
成

立
後
の
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
閣
議
決
定
で
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
の
組
織
は
、
安
倍
晋
三
第
二
次
政
権
下
の
二
〇
一
三
年
一
月
の
閣
議
決
定
で
設
置
さ
れ
た
教
育
再
生
実
行
会
議
で
あ
る
。「
こ
れ

は
二
一
世
紀
の
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
体
制
を
構
築
し
、
教
育
の
再
生
を
実
行
に
移
し
て
い
く
た
め
、
内
閣
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と

し
て
教
育
改
革
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
」（
閣
議
決
定
一
．
趣
旨
）
と
い
う
理
由
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
財
政
問
題
か
ら
い
じ
め
問
題
ま

で
広
く
議
論
と
提
言
の
対
象
に
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
大
学
改
革
に
つ
い
て
は
、
そ
の
第
三
次
提
言
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
等

の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
三
年
五
月
）
や
第
四
次
提
言
「
高
等
学
校
教
育
と
大
学
教
育
と
の
接
続
・
大
学
入
学
者
選
抜
の
在
り
方
に

つ
い
て
」（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）
が
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た２
。

　

以
上
の
よ
う
な
会
議
体
で
の
議
論
・
提
言
は
、
報
道
も
多
く
な
さ
れ
、
社
会
的
に
一
定
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
提
言
を
実
際
の
政
策
に
転
換
す
る
に
は
、
強
制
力
を
持
つ
た
め
に
も
法
規
の
形
に
修
正
す
べ
き
部
分
が
あ
り
、
中
央
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官
庁
の
判
断
で
実
行
可
能
な
内
容
で
あ
っ
て
も
、
実
行
す
る
に
は
財
源
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、
十
分
な
費
用
対
成
果
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
を
説
明
し
た
予
算
案
を
も
と
に
財
務
省
等
と
折
衝
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
提
言
自
体
が
す
ぐ
に
何
ら
か
の
形
で
具
体
化
さ

れ
る
こ
と
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
提
言
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
の
内
容
で
政
策
と
な
る
こ
と
も
一
般
的
で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
文
部
省
・
文
部
科
学
省
管
轄
の
各
種
審
議
会
や
調
査
研
究
協
力
者
会
議
が
文
部
行
政
の
意
図
に
基
づ
い
て
審
議
事
項

が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
経
済
政
策
や
よ
り
大
き
な
文
脈
で
日
本
全
体
の
将
来
像
を
議
論
す
る
に
あ
た
り
、
教
育
行
政
関
係
者

以
外
の
人
材
を
集
め
る
こ
と
が
多
い
内
閣
官
房
主
導
の
各
種
検
討
会
で
の
議
論
は
、
教
育
改
革
、
特
に
大
学
改
革
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ

し
て
き
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
内
閣
官
房
主
導
の
会
議
体
で
は
教
育
学
を
専
門
と
す
る
大
学
関
係
者
の
委
員
選
出
が
少
な
い
と

い
う
特
殊
性
を
有
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
会
議
体
の
詳
細
な
議
論
に
つ
い
て
は
、
各
論
論
文
で
改
め
て
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
六
章　

む
す
び

　

本
稿
は
総
論
と
し
て
、
一
九
八
四
年
か
ら
現
在
ま
で
の
大
学
審
議
会
答
申
お
よ
び
中
央
教
育
審
議
会
答
申
の
う
ち
、
大
学
改
革
全
般
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
答
申
の
概
要
を
確
認
し
た
。
本
稿
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
高
大
接
続
改
革
、
学
生
支
援
に
関
す
る
理
念
の
転
換
、

学
士
課
程
教
育
と
い
う
視
点
の
導
入
、
認
証
評
価
の
展
開
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
の
大
学
教
育
の
在
り
方
自
体
の
転
換
と
い
っ
た
、
特

に
教
育
面
で
の
改
革
に
関
す
る
論
点
は
、
こ
の
時
期
の
大
学
改
革
の
論
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
社
会
、
と
り
わ
け
経
済
界
か
ら
の

大
学
教
育
に
対
す
る
発
言
も
そ
の
影
響
力
を
無
視
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
点
及
び
第
四
章
で
充
分
言
及
で
き
な
か
っ
た
論
点
に
つ
い
て

は
、
今
後
改
め
て
各
論
と
し
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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註（
１

） 

臨
時
教
育
審
議
会
設
置
法
第
九
条
第
三
項
で
文
部
事
務
次
官
が
事

務
局
長
を
務
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
第
一
次
答

申
ま
で
の
議
論
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
教
育
の
自
由
化
」
論
争

の
よ
う
に
、
文
部
省
に
対
す
る
強
い
批
判
が
審
議
に
お
い
て
繰
り
返

し
見
ら
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
本
点
に
つ
い
て
は
、
季
刊
教
育
法

編
集
部
編
『
臨
教
審
の
す
べ
て
│
│
臨
教
審
を
知
る
た
め
の
一
冊
』、

エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
一
九
八
五
年
参
照
。

（
２

） 

教
育
再
生
実
行
会
議
の
座
長
は
設
置
当
初
か
ら
鎌
田
薫
早
稲
田
大

学
第
一
六
代
総
長
が
務
め
て
い
る
。

参
考
文
献
・
デ
ー
タ

　

第
二
章
の
学
校
基
本
調
査
の
デ
ー
タ
は
い
ず
れ
も
文
部
科
学
省
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
掲
載
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
。
な
お
二
〇
一
八
年
度
の
デ
ー

タ
は
速
報
で
あ
る
。（
二
〇
一
八
年
一
一
月
四
日
最
終
閲
覧
）

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/toukei/chousa01/
kihon/1267995.htm

　

第
三
章
の
大
学
審
議
会
答
申
に
つ
い
て
は
、以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

高
等
教
育
研
究
会
『
大
学
審
議
会
全
二
八
答
申
・
報
告
集
│
│
大
学

審
議
会
一
四
年
間
の
活
動
の
軌
跡
と
大
学
改
革
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
、

二
〇
〇
二
年
。

　

第
四
章
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
文
部
科

学
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
答
申
全
文
に
基
づ
い
て
い
る
。（
二
〇
一
八

年
一
二
月
二
四
日
最
終
閲
覧
）

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/toushin.htm

　

第
五
章
で
言
及
し
た
会
議
体
の
提
言
は
い
ず
れ
も
官
邸
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

掲
載
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
。（
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
〇
日
最
終

閲
覧
）

　

教
育
改
革
国
民
会
議

http://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/kyouiku/index.htm

l

　

教
育
再
生
会
議

http://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/kyouiku/top.htm

l

　

教
育
再
生
懇
談
会

http://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/kyouiku_kondan/top.htm

l

　

教
育
再
生
実
行
会
議

https://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/index.htm

l


